
女
子
大
國
文
 
第
百
三
十
七
号
 
平
成
十
七
年
六
月
三
十
日

近
松
の
俊
寛
像
と

『源
平
盛
衰
記
』

正

木

ゆ

み

は
 
じ
 
め
 
に
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『
平
家
女
護
島

』
は
、
享

保

四
年

(
一
七

一
九
)
に
、
大
坂
竹
本
座

で
初
演
さ
れ
た
近
松
門
左
衛
門

の
時

代
浄
瑠
璃

(時
代
物
)
で
あ
る
。
本

作

の
二
段

目
切

「鬼
界
が
島

の
段
」

は
、

一
人
、
絶

海

の
孤
島
鬼
界

が
島

に
残
る
俊
寛
僧
都

の
ド
ラ

マ
を
劇
的
に
描

い
た
場

で
あ

り
、
現
代

の

文
楽
や

歌
舞

伎

の
舞
台

で
も

人
気

の
高

い
演

目
と
な

っ
て

い
る
。

 
従
来

、
「鬼

界
が
島

の
段
」
に

つ
い
て
は
、
『
平
家
物
語
』
、
『
源
平
盛
衰

記
』
、
謡
曲

『
俊
寛
』
な
ど

の
先
行
作
に
描

か
れ
た
俊
寛
説
話

の
表
現

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
り

や

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
典
拠
と

し

つ
つ
、
そ
こ
に
近
松
が
ア

レ
ン
ジ
を
加
え

て
、
新

た
な
俊
寛
像
を
創
造
し

て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

近
年

の
研
究

で
は
、
坂
本
美
加

「『
平
家
女
護
島
』

の
俊
寛
像
-

近
松

の
劇

空
間
を
意

識
づ
け

る
も

の
ー

」

(『
文
学
史

研
究
』
41
、
二
〇
〇
〇
年

十

二
月
)

に
お

い
て
、

近
松

が
、
整
版

本

の

『
平
家

物
語
』

(以
下

「整
版

『
平
家
』
」
と
略
記
)
を
縦
横

に
読
み
込
み
、
整
版

『
平
家

』
に
お

け
る
鬼

界
が
島

で

の
俊
寛

の
姿

の
描

写
や
、
俊
寛
が
島

に
残
さ

れ
る
時

の
足
摺

の
場

面

の
描

写
を
、
『
平
家
女
護
島
』
以
前

の
時
代
物

の
諸
作

に

利

用
し
、
そ
れ

ら
を
集
大
成
す

る
形

で
、
「鬼

界
が
島

の
段
」
の
俊
寛

の
描
写
が
な
さ
れ
て

い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究

近
松

の
俊
寛
像
と

『
源
平
盛
衰
記
』



な

ど
か
ら
も
、

「鬼
界

が
島

の
段
」
を
創
作
す
る
近
松

に
と

っ
て
、
整
版

『
平
家
』

が
重
要
な
典
拠

で
あ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

 

一
方

、
『
平
家
物

語
』

の

一
異
本

で
あ

る

『
源

平
盛
衰
記
』
に

つ
い
て
は
、
従
来
、
若

干
の
表
現
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
が

「鬼
界
が
島

の
段
」
の
典

拠

と
し

て
指
摘

さ
れ

て
い
る
も

の
の
、
整

版

『
平
家
』
や
謡
曲

『
俊
寛
』
に
比
し
て
、
「鬼
界
が
島

の
段
」
の
典
拠
と

し
て
は
余
り
重
視
さ
れ
て

お
ら
ず
、
そ

の
摂
取

の
様
相
も
十
分

に
検
討
さ

れ

て
い
な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
整
版

『
平
家
』
と
共
に
、
近
世
、
版
本
と
し
て
流

布

し
た

『
源
平
盛
衰
記
』

(
以
下

『
盛
衰
記
』
と
略
記
)
に
は
、
俊
寛
説
話

に
限

っ
て
も
、
整
版

『
平
家

』
に
は
見
ら
れ
な

い
表
現
や

エ
ピ
ソ
ー

ド
が
多
く

見
出
さ

れ
、
近
松
が
、
「鬼
界
が
島

の
段
」

の
俊
寛
像
を
造
形
す

る
際

に
、
そ
う

い

っ
た

『
盛
衰
記
』

の
表
現
や

エ
ピ

ソ
ー
ド
を
も
発

想

の
ヒ

ン
ト
に
し
た
可
能
性

は
、
十
分
あ

り
得

る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

そ

こ
で
、

小
稿

で
は
、
従
来

「鬼
界
が
島

の
段
」

の
典
拠
と
し

て
指
摘
さ
れ

て
き
た

『
盛
衰
記
』

の
表
現
や

エ
ピ

ソ
ー
ド
も
含

め
、
改
め
て

近
松

の

「鬼

界
が
島

の
段
」

に
お
け
る
俊
寛
像

と

『
盛
衰
記
』
と

の
関
係

に

つ
い
て
、
再
検
討
を
試

み
る
も

の
で
あ
る
。
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流
人
俊
寛
の
描
写

 

「鬼

界

が
島

の
段
」
で
は
、
平
家
打
倒

の
謀
反

に
加
わ

っ
た
科

で
、
平
判
官
康
頼
と
丹
波

少
将
成
経
と
共
に
、
絶
海

の
孤
島
鬼

界
が
島
に
流
さ

れ
た
俊

寛

の
や

つ
れ
果

て
た
姿
を
、
次

の
よ
う

に
描

い
て
い
る
。

(1
)嶺

よ
り
硫
黄

の
燃
出
る
を
。
釣
人
の
魚

に
か

へ
波

の
荒
布
や
干
潟

の
貝
。

見
る
め
に
か

ン
る
露

の
身

は
憔
惇
枯
槁

の
つ
く
も
髪
。
肩
に
木

の
葉
の
綴

 

刺

馴

て
ふ
虫

の
音

も
。

枯

れ
木

の
杖

に
。

よ

う
。

く

。

よ

ろ
く

と

(『
近

松
全
集

』

11
巻

[
一
九

八
九
年
、
岩

波
書
店

]

一
四
六

～

一
四
七

頁
。

 

以
下

「鬼
界
が
島

の
段
」

の
引
用
は
同
書

に
よ
る
)

(
1
)
の
描
写

に

つ
い
て
は
、
『
平
家
女
護
島
』

の
最
新

の
注
釈

で
あ
る
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集

『
近
松
門
左
衛
門
集
③
』
(
小
学
館
、
二
〇



〇

一
年

)

所

収

『
平

家

女

護

島

』

の
頭

注

(阪

口
弘

之
頭

注

。

以
下

「阪

口
注
」

と
略

記

)

に
、
整

版

『
平

家
』

巻

三

「有

王

が
嶋

下

」

の
文

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

ハ 
ね

辞

を

点

綴

し

て

い
る

こ
と

が

指

摘

さ

れ

て

い
る
。

「有

王
が

嶋

下

」
で
は
、
成

経

と
康

頼

は
す

で
に

許

さ

れ

て
帰

京

し

、
鬼

界

が
島

に
た

っ
た

一

人

取

り

残

さ

れ

た

俊

寛

を

、

か

つ
て
仕

え

て

い
た

有

王

と

い
う
都

の
若

者

が

訪

ね

て
来

る
。

こ

こ
は

、

そ

の
有

王
が
鬼

界
が
島

で

発

見

し
た
俊

寛

の
、

見

る
影

も

な

い
や

つ
れ

果

て
た

姿

の
描

写

と

、
俊

寛

が
、

有

王

に
島

で

の
不
自

由

な

生

活

を

語

っ
た
台

詞

を

取

り
合

わ

せ

て

い
る
。

 

し

か

し
な

が

ら
、

傍

線

部

は

、
整

版

『
平

家

』

巻

三

「有

王

が
嶋

下

」

に

は
見

出

せ
な

い
描

写

で
あ

る
。

で

は
、

こ

の
部

分

は
、

何

に
拠

っ

て

い
る

の

で
あ

ろ

う

か
。

ま

ず

、

「肩

に
木

の
葉

の
綴

刺

せ
」

か

ら

問
題

に

し
た

い
。

整

版

『
平
家

』
巻

三

「有

王
が

嶋

下
」

で
は
、
有

王
が

見

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

わ
き

た

俊

寛

の

「身

に
著

た

る
物

は
、

絹

、

布

の
分

も

見

え
ず

」

(高

橋

貞

一
校

注

『
平

家

物

語
qゆ
』

[
一
九

七

二
年

、

講

談

社
文

庫
。

元
和

九

年

刊

整

版

本

を

底

本

]

二
〇

二
頁
。

以
下

、

整

版

『
平

家
』

の
引

用

は

同
書

に

よ

る
)

と

あ

り

、

「肩

に
木

の
葉

の
綴

刺

せ

」
と

い
う

描

写

で

は
な

い
。

「
肩

に

木

の
葉

の
綴

刺

せ
」

は
、

コ
肩

に
、

木

の
葉

を

縫

い
合

わ

せ

て
か

け

て
お

り

」
と

い
う
意

味

で
あ

り
、

「鬼

界

が
島

の
段

」
で

は
、

こ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

ハ 
 

の
よ

う

な

、
肩

に
、
木

の
葉

を

縫

い
合

わ

せ

て
か

け

た
姿

は
、
他

の
流

人

に

も
共

通

す

る
姿

と

し

て
描

か

れ

て

い
る
。

(1
)

の
場

面

の
後

、
成

経

は

、
妻

と

な

っ
た

島

の
海

士

千

鳥

と

の
馴

れ

初

め

を

語

る
場

面

で
、
千
鳥

が

成
経

の
た

め

に

「木

の
葉

を
集

め
縫

綴

る
針

手
き

払
」

(
一
五
〇

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロる
 

頁
)

で
あ

る
と

語

っ
て

い
る
。

さ

ら

に
、

千
鳥

が

、

一
人

、

都

へ
の
船

に
乗

る

こ
と

が

許
さ

れ

ず

、

成
経

と
引

き

離

さ

れ

そ
う

に

な

つ
た

場

面

で
、

「
(成

経

の
)

蓑

虫

の
様

な

姿

を

も

と

の
花

の
姿

に

し

て
」

(
一
五
七

～

一
五

八

頁
)

た

っ
た

一
夜

の
契

り

を

込

め

る

の
が
夢

だ

っ
た

の
に
、

と
嘆

く

。

「蓑

虫

の
様

な

姿

」

は
、

千

鳥

が
木

の
葉

を

綴

り
合

わ

せ

て
作

っ
た
着

物

で
肩

を

覆

っ
て

い
る
成

経

の
姿

を

た

と
え

た

も

の

で
あ

る
。

 

阪

口
注

で
は
、

こ

の
千

鳥

の
台

詞

に
あ

る

「蓑

虫

の
様

な

姿

」

の
注

に
、
『
盛
衰

記
』
巻

九

「康

頼

熊

野
詣

」

に

お
け

る
鬼

界

が
島

で

の
俊

寛

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
お
ど
ろ

の
描

写

「草

木

の
葉

を

結

集

て
著

た

り
け

れ
ば

、

棘

を
戴

け

る
蓑

虫

に
似

た

り
」

(松
尾

葦

江
校

注

『
源

平

盛

衰

記
口

』

[
一
九

九

三
年

、

三
弥

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 さ
 

井

書

店

。

慶

長

古

活
字

版

を

底

本

]

一
〇

三

頁
。

以

下

『
盛

衰

記
』

の
引

用

は
同
書

に

よ

る
)
を

あ
げ

て

い
る
。

と
す

れ
ば

、

(
1
)

の
傍
線

部

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
り

「肩

に
木

の
葉

の
綴

刺

せ

」
も

ま

た
、
『
盛

衰

記
』
巻

九

「康

頼

熊

野
詣

」
に

お
け

る
俊

寛

の
描

写

に
拠

っ
て

い
る
と

み

て
よ

い
だ

ろ
う
。

す
な

近
松

の
俊
寛
像
と

『
源
平
盛
衰
記
』
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わ

ち

、

(
1
)

の
流

人
俊

寛

の
姿

の
描

写

に

つ
い

て
、
近

松

は
、
大

部

分
を
整

版

『
平
家

』
巻

三

「有

王
が

嶋

下
」

の
文
辞

に
拠

り
な

が

ら
、
整

版

『
平

家

』

巻

三

「有

王

が

嶋

下
」

の
着

物

の
描

写

を

採

ら

ず

、
『
盛

衰

記
』

巻

九

「康

頼

熊

野

詣

」

の

「草

木

の
葉

を

結

集

て
著

た

り

け
れ

ば

」

の
描

写

を

あ

え

て
選

択

し
た

こ
と

に
な

る
。

そ

れ

は
、

な

ぜ

で
あ

ろ

う

か
。

お
そ

ら

く

、
『
盛

衰

記
』

に

お
け

る
、

「草

木

の
葉

」
を

わ
ざ

わ
ざ

綴

り
合

わ

せ

て
着

て

い
る
姿

の
方

が

、

整

版

『
平
家

』

の
破

れ

た
布

を

ま

と

つ
た
姿

以
上

に
、

島

の
流

人

の
生

活

の
哀

れ
さ

、

苦
難

を

よ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
ハア 

り
強

く

印

象

づ

け

る

も

の

で
あ

り
、

「蓑

虫

」
に
似

た

姿

は
、
視

覚

的

に
も

ど

こ
か
わ

び

し
げ

で
、
哀

れ

深

い
雰
囲

気

を
漂

わ

せ

て
、
観
客

の
同

情

を

誘

う

か

ら

だ

と

推

測

さ

れ

る
。

 

さ

ら

に
、

「鬼

界

が
島

の
段

」

で

は
、

『
盛

衰

記
』

の
俊

寛

の

「草

木

の
葉

を

結

集

て
著

た
」

姿

を

、
成

経

ら
、

他

の
流

人

に
も

共
通

す

る
姿

と

し

て
描

く

こ
と

で
、

哀

れ

な

「蓑

虫

の
様

な
姿

」

を

し
た

三

人

の
流

人

の
連

帯

感

(第

三
章

参

照

)

や
、
成

経

を
想

い
な

が

ら

木

の
葉
を

綴

り
合

わ

せ

つ

つ
、

そ

の

「蓑

虫

の
様

な

姿

」

を

「も

と

の
花

の
姿

」

に

し
た

い
と

願
う

千
鳥

の
成

経

へ
の
切
な

い
愛

情

を

も
表

現

し
得

た

と

い

え

よ

う
。

 

次

に
、

(
1
)

の
傍

線

部

「
つ
く

も
髪

(
"
白
髪

)
」

に

つ
い
て
見

て

い
き
た

い
。

整
版

『
平
家

』
巻

三

「有

王
が

嶋

下
」

で
は
、

「も
と

は
法

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
ど
ろ

師

に

て

あ

り
け

り

と
覚

え

て
、
髪

は
空

様

に
生

ひ
あ

が

り
、
萬

つ

の
藻

屑
取

り

つ
け

て
、
荊

を

戴

い
た

る
が
如

し
」

(
二
〇

二
頁

)
と
あ

る

の
み

で
、
俊

寛

の
髪

が

白
髪

で
あ

っ
た
と

い
う

記

述

は
な

い
。

ま

た
、
俊

寛

が

「
つ
く

も
髪

(
H
白
髪

)
」

で
あ

る
と

い
う

こ
と

に

つ
い

て
は
、
阪

口

注

に

も

典

拠

の
指

摘

は
な

い
。

し

か

し

、

「
つ
く

も

髪

」

も

ま

た
、

『
盛
衰

記
』

巻

九

「康

頼
熊

野
詣

」

に

お
け

る
鬼

界
が

島

で

の
俊
寛

の
描

写

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
ど
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
し
ら

に

見

出

せ

る
も

の

で
あ

る
。

前

述

の

「草

木

の
葉

を
結

集

て
著

た

り

け
れ
ば

、
蘇

を
戴

け

る
蓑

虫

に
似

た

り
」
の
す

ぐ

後

に
、

「頭

は

白
髪

長
く

お
ひ
 

 
 

 
 
 

し
ろ
か
ね
 

 
 
 

み
が
き
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

み
る

生

の
び

て
、

銀

の
針

を

研

立

た

る

様

也
。

見

も

う

た

て

く
恐

し
」

(
}
〇

三

頁

)

と

あ

る
。

(1
)

の

「
つ
く
も
髪

」

は
、

こ

の

『
盛
衰

記
』

の

白

髪

の
描

写

を

ヒ

ン
ト

と

し

て
生

み
出

さ

れ

た

表

現

で
あ

ろ
う

。

な

お
、
『
盛

衰

記
』
巻

十

「有

王

渡
硫

黄

島
」

に
も
、

一
人
、
鬼

界

が
島

に
残

さ

れ

た

俊

寛

を

、

有

王
が

見

つ
け

た

際

の
描

写

に
、

「法

師

か
と

思

へ
ば

又
髪

は
空

様

に
生

あ

が

り

て
白
髪
多

し
。

銀

の
針

を

立

た

る
が

如

し
。
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万

の
塵

や
藻

く
つ

の
付
た
れ
共

不
打

払
」

(
一
四
〇
頁
)
と
あ

り
、
や
は
り
、
白
髪
が
印
象

に
残
る
俊
寛

の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。

 
整
版

『
平
家
』
巻

三

「有

王
が
嶋
下
」
で
は
、
俊
寛
が
三
十
七
歳

で
亡
く
な

っ
た
と
あ

る
。
『
盛
衰

記
』
に
は
、
俊
寛

の
亡
く
な

っ
た
年
齢

に

つ
い
て
記
載

は
な

い
が
、
巻

九
と
十
に
繰

り
返
し
描

か
れ

る

「白
髪
」
の
描
写
は
、
殺
伐
と
し
た
絶
海

の
孤
島
鬼

界
が
島

で
流
人
生

活
を
お
く

っ

た
俊
寛

の
苦
難

を
視
覚
的

に
象
徴
す
る
も

の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な

い
で
あ
ろ
う
。

「鬼
界
が
島

の
段
」
の
俊
寛

に

つ
い
て
も
、
特

に

年
齢

は
記
さ
れ
な

い
が
、
近
松

は
、
『
盛
衰
記
』
巻
九
と
十
に
繰
り
返
し
描

か
れ
る
俊
寛

の

「白
髪
」

の
描
写
を
印
象

に
留
め
て
、

(
1
)

の
傍

線
部

「
つ
く
も
髪

」
と

い
う
表
現
を
記
し
、
や

つ
れ
果
て
た
俊
寛

の
哀
れ
さ
を
強

調
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
留
意
す

べ
き
は
、
整
版

『
平

家
』
巻

三
と

『
盛
衰

記
』
巻
十

に
見
え

る
、
髪
が
空
様

に
上
が

っ
て

い
る
鬼
気
迫

る
描
写
を
、
近
松
が

こ
こ
で
は
採

っ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。

そ

の
よ
う
な
鬼
気
迫

る
髪

の
描
写
が
、

「鬼

界
が
島

の
段
」
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
、
千
鳥
と
成
経

の
恋
を
心
か
ら
応
援

し
た
り
、
仲

間
と
心

を
通
わ

せ
た
り
す
る
俊
寛

の
イ
メ
ー
ジ

と
は
合
わ
な

い
と
判
断
し
た
た
め

に
、

「
つ
く
も
髪
肩
に

(垂
れ
)
」
と

い

っ
た
哀
れ
さ
を
漂
わ
せ
る
描

写

に
改
変

し
た

の
だ
と
思
わ
れ

る
。

 

以
上

の
こ
と
か
ら
、
近
松

は
、
「鬼
界
が
島

の
段
」
の
俊
寛

の
や

つ
れ
果

て
た
姿

の
描
写
に
お

い
て
、
整
版

『
平
家
』

の
俊
寛

の
描
写
を
大
幅

に
利
用

し
な
が
ら
も
、

そ
れ
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時

に

『
盛
衰
記
』

に
お
け
る
俊
寛

の
描
写

の
中
か
ら
も
、
哀

れ
さ
や
流

人
生
活

の
苦
難
を

よ

り
強

く
印
象

づ
け
る
視
覚
的
な
表
現
を
わ
ざ
わ
ざ

選
び
取
り
、
種

々
ア
レ
ン
ジ
も
加
え

て
利
用
し
て

い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

二
 

「
哀
」
な
恋

を
応
援
す
る
俊
寛

 

「鬼

界

が
島

の
段

」

で
は
、
成

経

が

、
島

の
美

し

い
海

士
千
鳥

と

恋

に
落

ち

て
結

婚

し
、
そ

の
成
経

と
千
鳥

と

の
恋

が

、
俊

寛

に
、
都

に
残

し

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 ロ
ソ

た
妻

東

屋

へ
の
恋

心

を
蘇

ら

せ
、

流

人

生

活

で
沈

ん
だ
彼

の
心

に
希

望

と
癒

し
を

与

え

る
。

そ

し

て
、

明

る

く
前

向

き

で
、

一
途

に
成

経

を
恋

い
慕

う

千

鳥

の
存
在

が
、

「鬼

界

が
島

の
段
」
に

お
け

る
俊

寛

の
行

動

を
大

き

く
突

き

動

か

し

て

い
く

(次

章

参
照

)
。

こ

の
よ

う

に
、

「鬼

界

が

近
松

の
俊
寛
像
と

『
源
平
盛
衰
記
』
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島

の
段

」

に
お

い

て
重

要
な

趣

向

の

一

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

  
ね

た

可
能

性

が

指

摘

さ

れ

て

い
る
。

つ
で
あ

る
成
経

と
千
鳥

の
結

婚
に

つ
い
て
は
、
『
盛
衰
記
』
巻
九

「康
頼
熊
野
詣
」
の
次

の
記
事
に
拠

っ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
の
つ
か
ら
な
ぐ
さ
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま

「
(前

略

)

係

る

う

き

嶋

の
習

に

も

、

自

 

慰

便

も

や

」

と

て

、

少

将

は
螢

の
女

に
契

を
結

び

給

て
、

御

子

一
人

出
来

給

け

り
。

後

は

い
か

ゴ
成

に

け

ん
、

そ
も

不
知
。

夫

婦

の
中

の
契

は
、

う

カ
り

し
宿

 
と

云
な
が

ら
、
最
哀

な
り

し
事

共
也

(
一
〇

二
頁
)

 

こ

の

記
事

は

、
鬼

界

が

島

の
流

人

と

な

っ
た

丹

波

少

将
成

経

が

海

士

と

契

り
、

一
子
を

設

け

た

が
、

そ

の
妻

や

子

は

そ

の
後

ど

の
よ

う

に

な

っ
た

か

は

わ

か

ら
な

い
、

と

い
う

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

記
す

も

の
で
あ

り

、

こ
の

エ
ピ

ソ
ー

ド

は
、
整

版

『
平
家

』

や
謡

曲

『
俊
寛

』

に
は

見
出

せ
な

い
。

前
章

で
見

た

よ

う

に
、
近

松

は
、
整

版

『
平

家
』

と
共

に
、
『
盛

衰

記
』

の
俊

寛

説
話

か
ら

も
、
微
細

な
表

現
を

拾

い
上
げ

て

い
る

の

で
あ

る

か

ら
、

成

経

と

千

鳥

の
結

婚

に

つ
い

て
も
、

『
盛

衰

記
』

の

こ

の
記

事

を

ヒ

ン
ト

に

し
た

可
能

性

は
非
常

に
高

い
。

 

で

は
な

ぜ

、
近

松

は
、

こ

の
記

事

に
心

を
留

め

て
、

「鬼

界
が

島

の
段

」
に
利

用

し
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

従
来

、

こ
の
点

に

つ
い
て
は
考
察

は

な

さ

れ

て

い
な

い
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

お

そ
ら

く

、
近
松

は
、

こ

の
記

事

の
傍

線

部

に
記

さ

れ

る
、
『
盛

衰
記

』

の
語

り
手

に

よ

る
感
慨

に
注

目

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
い
と

し

た

の
で

は
な

い
だ

ろ

う

か
。

こ

こ

で
は
、
『
盛

衰

記
』

の
語

り
手

が

、
成

経

と

海

士

の
契

り

に

つ
い

て
、

「最

哀

な

り

し
事

共
也

」

と
、

強

い

共
感

を

示

し

て

い
る
。

こ

の
よ

う

な

、
『
盛

衰

記
』

の
語

り

手

の
共

感

と

同
様

の
思

い
を

、
近
松

も

ま

た

、
こ

の
記

事

を
読

ん

で
感

じ
と

つ
た

の

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 め
 

で
な

い
か
と

推

測

さ

れ

る
。

そ

し

て
、

近
松

は
、

「鬼

界

が

島

の
段

」

で
は

、

そ

の
よ
う

な

自
身

の
思

い
を

、
成

経

と

千

鳥

の
結

婚
話

を

聞

い

て
、
心

か

ら

喜

び
、
そ

こ
に
妻

東

屋

へ
の
想

い
を

重

ね

る
俊

寛

の
台

詞

に

込
め

て
表
現

し

て

い
る

の
だ

と
思

わ

れ

る
。

こ

こ
で
、

「鬼

界

が
島

の

段

」

か
ら

、

成

経

と

千
鳥

と

の
結

婚

を
知

つ
た
俊

寛

の
反
応

を
描

く

本

文

を

ニ
カ
所

引

い
て
み

た

い
。

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

に
こく

 
 

(2
)
「少
将
殿

こ
そ
や
さ
し
き
海
士
の
恋

に
む
す
ぼ
れ
。
妻
を
設
給

し
」
と

(康
頼
が
)
い
ふ
よ
り
僧
都
莞
爾
と
。

「珍
ら
し
く

。
配
所
三
と
せ
が
間
人
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の
上

に
も
我
上
に
も
。
恋
と

い
ふ
字

の
聞
始
笑

ひ
顔
も
是
始
。

(中
略
)
濡
れ
始
は
何
と
く

。
俊
寛
も
古
郷
に
東
屋
と

い
ふ
女
房
明
暮
れ
思
ひ
慕

へ

 

ば
。
夫
婦

の
中
も
恋
同
然
。
語
る
も
恋
聞
も
恋
。
聞
た
し
く

語
給

へ
」

(
一
四
八
～

「
四
九
頁
)

(
3
)

僧

都
聞

入
感

に
た

へ
。

「
拐

々
お
も

し

ろ
ふ

て
哀

で
だ

て
ゴ
殊

勝

で
か
わ

い
ひ
恋
。

(後

略
)
」

(
一
五

一
頁
)

 

い
ず

れ

も

、
成

経

と

千

鳥

と

の
結

婚

を

心

か

ら
喜

び
、
応

援

す

る
俊

寛

の
台

詞

が

記
さ

れ

る
。

(
3
)

の
台

詞

は
、
成

経

の
、
明

る

く
艶

つ
ぽ

い

の
ろ

け

話

を

聞

い
た
俊

寛

の
称
賛

の
声

で
あ

る
。

こ

の
台

詞

の
傍
線

部

「哀

で
」

と

い
う

表

現

は
、

前

述

の

『
盛

衰

記
』

の
語

り

手

の
感

慨

に
あ

っ
た

「最

哀

な

り

し
事

共

也

」

の

「哀

な

り

し
」

と

い
う

表

現

を
思

い
起

こ
さ

せ

る
。

近
松

が

、

こ

の

『
盛

衰

記

』

の
表

現

を
意

識

し

て

俊

寛

の

台

詞

に

取

り

入

れ

た

か
ど

う

か

は
判

断

が

難

し

い
。

が

、
少

な

く

と

も
、

(2

)

(3

)

の
俊

寛

の
台

詞

か

ら
、
近

松

は
、
『
盛
衰

記

』

の

語

り

手

と

同

様

に
、
『
盛

衰

記
』

の
成

経

と
海

士

の
結

婚

を

「哀

」
と

感

じ

た

か
ら

こ
そ
、

こ

の

エ
ピ

ソ
ー

ド

に

心
を

留

め
、

「鬼

界
が

島

の
段
」

に
採

り

入

れ

、

「哀

」

な

恋

を

心

か

ら
応

援

す

る
俊

寛

像

を

造
形

し

た
と

見

て
よ

い
の

で
は
な

い
だ

ろ

う

か
。

『
盛

衰

記

』

に
描

か

れ

た
片

々
た

る
恋

の

エ
ピ

ソ
ー

ド

と
、

そ

れ

に
対

す

る

『
盛

衰

記

』

の
語

り
手

の
感

慨

が

、
近
松

の
創

造

力

を

喚

起

し
、
『
盛
衰

記
』

で
は
名

も

な

か

っ
た
海

士

が

、

「鬼

界

が

島

の
段

」

で
は
、

海

士

千
鳥

と

い
う

ヒ

ロ
イ

ン
と

し

て
肉

付

け
さ

れ

て
再

生

し
、
俊

寛

の
心

を

動

か

し

て

い

っ
た

の

で
あ

る
。

 
 
 
 
 

三
 

俊
寛

と
流

人
仲

間

と

の
連

帯

感

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
バリ
 

 

「鬼

界

が

島

の
段

」

で
は
、

俊

寛

と
流

人
仲

間

の
成

経

・
康

頼

三

人

の
友

情

や
連

帯

感

が
描

き

出

さ

れ

て

い
る

こ
と

は
す

で
に
指

摘

が

あ

る
。

ま

ず

、

「鬼

界

が
島

の
段
」

か
ら
、

そ

の
よ
う

な

場

面

の
本

文

を
引

い
て

み
る
。

 
 
 
(4
)
「な
ふ
少
将
殿
」
「な
ふ
康
頼
。」

「こ
は
俊
寛
か
」
「僧
都
か
」
と
招
き
合
あ
ゆ
み
寄
。
「友
な
ふ

(11
伴
う
)
人
と
て
は
明
て
も
康
頼
。
暮
れ
て
も
少
将
。

 
 
 
 

三
人
の
外
な
き
物
を
何
と
て
か
音
つ
れ
絶

へ
。
山
田
も
ら
ね
ど
世
に
飽
き
し
。
僧
都
が
身
こ
そ
悲
し
け
れ
」
と
手
を
取
交
は
し
泣
給
ふ
。

(
一
四
八
頁
)
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近
松

の
俊
寛
像
と

『
源
平
盛
衰
記
』



 

こ
れ

は
、

(
1
)

の
俊

寛

の
や

つ
れ

果

て
た
姿

の
描

写

の
後

、
俊

寛

が
、
久

し
ぶ

り

に
康

頼

・
成

経

と

対

面

し

て
、
し
ば

ら

く

二
人

に
会

え
な

か

っ
た

辛

さ

を

語

り
、

二

人

と
手

を

取

り
交

わ

し

て
嘆

く

場

面

で
あ

る
。

(4

)

の
場

面

か

ら
、

俊
寛

が
、

流

人
仲

間

の
成

経

・康

頼

を
心

か
ら

頼

り

に

し

て

お

り
、

少

し

で
も
会

え

な

い
と

寂

し
さ

に
堪

え

ら

れ
な

い
、

と

い

っ
た

こ
と

が
う

か

が

え

よ
う
。

(5
)

「
此
三

人

は
親

類

同
然
。

別

し

て
今

日
よ

り
親

子

の
約

束
我
娘
。

あ

は
れ
御
免

か
う

ふ
り

四
人

つ
れ

て
都

入
」

(
一
五

二
頁
)

(6
)

飲

歌

へ
。

三

人

四
人
が
身

の
上

を

い
は

う
が
島

も
蓬
莱

の

(
一
五

二
～

一
五

三
頁
)

 

(5

)
は
、
成
経

か

ら
千

鳥

を

紹
介

さ

れ

た

俊
寛

が
、
喜

び

の
余

り
千

鳥

を
娘

と
す

る

こ
と
を

宣

言

し
、
四
人

で
帰

京

し

た

い
と

い
う

願

い
を

語

る
場

面

で
あ

る
。

傍

線

部

か
ら

も

、
俊

寛

の
流

人

仲

間

へ
の
連

帯

感

が
う

か
が

え

る
。

こ

の

「三

人

」
の
連

帯
感

は
、
千

鳥

を

加

え

て
、
「
四

人

」

の
も

の
と

な

り
、

(
6
)

の
、
成

経

と

千
鳥

の
結

婚

を
祝

う
酒

宴

で
は
、

「
三

人
四

人

が
身

の
上

」

を

祝

っ
て

い
る
。

 

 

(7
)

「何

三
人
共

の
御
赦

か
。
」

「中

々
。
」

「
ハ
ア

ハ
ア
は
あ

」
と
俊
寛

は
。
真

砂

に
額
を

す

り
入
く

三
拝
な

し
て
嬉

し
泣

(
一
五
五
頁
)

 

こ

こ
は
、

先

行

作

と

大

き

く
違

い
、

俊

寛

も

ま

た

、
平

重

盛

と
能

登
守

教

経

の
恩

情

で
許

さ

れ
、

帰

京

で
き

る

こ
と

が
判

明

し
、

願

い
通

り

「
三

人

共

の
御

赦

か
」

と

喜

び

、

嬉

し
泣

き

し

て

い
る
場

面

で
あ

る
。

し

か

し
、
喜

び

も

つ
か

の
間

、

都

か
ら

の
使

者

の

一
人
瀬

尾

が
、
千

鳥

を

船

に

乗

せ

る

こ
と
を

許

さ

な

い
の

で
、
成

経

が
千

鳥

と

共

に
島

に
残

る

こ
と

を

決

め

て
、

俊

寛
と

康

頼

に
船

に
乗

る
よ

う

に
う

な

が
す
。

そ

れ

に
対

し

て
、

 
 

(8
)
「流
人
は

一
ツ
致
我

々
も
帰
ま
じ
」
と
。
三
人
浜

べ
に
ど
う
ど
座
を
組
。
思
ひ
定

し
其
顔
色
。

(
一
五
六
頁
)

 

と

、

他

の
二
人

も

帰

ろ

う

と

せ
ず

、

三

人

一
致

団

結

し

て
浜

辺
に

座

り

込
む

の

で
あ

る
。

そ

の
三

人
を
瀬

尾

は
無

理

や

り
船

に
乗

せ
、

一
人
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島

に
残

さ

れ

る
千

鳥

は
足

摺

を

し

て
嘆

く

。

瀬

尾

か

ら
、

東

屋

の
死
を

吐

き
捨

て

る
よ

う

に
聞

か
さ

れ

た
俊

寛

は

、

帰

京

し

て
も

希
望

が

な

い

こ
と

を

悟

り
、

千

鳥

を

船

に

乗

せ
、

若

い
夫

婦

の
幸

せ
を

か
な

え

て
や

る
た

め

に
、

自

分

は
、

瀬

尾

を

殺

し

て
罪

を
加

え
、

た

だ

一
人
島

に
残

る

こ
と

を
決

意

す

る
。

そ

の
別

れ

の
場

面

で

は
、

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
く
が

 

 

(9
)
少
将
夫
婦
康
頼
も
。

「名
残
惜
し
や
さ
ら
ば
や
」
と
言
ふ
よ
り
外
は
涙
に
て
。
船
よ
り
は
扇
を
上
陸
よ
り
は
手
を
上
て
。
互
に

「未
来

で
く

」
と

 

 
 

 

呼
は
る
声
も

(
一
六
三
頁
)

 
と
、

一
人
島

に
残

っ
た
俊
寛
を
思

い
や

っ
て
、
船
に
乗

っ
た
成
経

千
鳥
夫
婦
と
、
康
頼
が
涙
を
流
す
。

 
さ

て
、
以
上

見
て
き
た
よ
う
に
、
「鬼
界
が
島

の
段
」
で
は
、
流

人
三
人
、
後
に
は
千
鳥
を
加

え
た
四
人

の
友
情
や
連

帯
感
が
繰
り
返
し
描
き

出
さ
れ

、
(9
)
の
別
れ

の
場
面
が
哀
切
な
も

の
と
な

る
よ
う
に
計
算
さ
れ

て
い
た

こ
と
が
う

か
が
え
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
俊
寛

と
流
人

仲
間

の
友
情

や
連
帯
感
は
、
先
行
作

で
は
ど

の
よ
う

に
描

か
れ
て

い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

 
ま
ず

、
整

版

『
平
家
』

か
ら
見
て
み
た

い
。
整
版

『
平
家
』
巻
三

「足
摺
」

で
は
、
中
宮
御
産

の
祈

り
の
た
め

の
大
赦
で
、
成
経
と
康
頼

の

二
人
だ

け
が
許
さ
れ
、
俊
寛

一
人
が
許
さ
れ
ず
、
島

に
残
さ
れ
る

こ
と
に
な

り
、
成
経

の
快

に
す
が

っ
て
悶
え
泣
く
。
そ
れ
に
対
し

て
、
成
経

も
、
俊

寛
を

一
人
残

し
て
行

く
の
は
心
苦
し

い
が
、
都

の
使
者

に
従
う
し
か
な

い
、
帰
京

し
た
ら
清
盛

の
機
嫌
を
う

か
が

っ
て
、
俊
寛
を
迎
え

に
人
を
寄
越

そ
う
と
な
だ
め
る
。
や
が

て
、
成
経

と
康
頼
を
乗
せ
た
船
が
出
る
と
、
俊
寛

は
、
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船

に
取
り

つ
き
、

「さ
て
如
何
に
各
俊
寛
を
ば
終

に
捨

て
は
て
給
ふ
か
。

日
頃

の
情
も
今
は
仲
な
ら
 
。
赦
さ
れ
無

け
れ
ば
都
ま
で
こ
そ
叶
は
ず
と
も
、
せ

め

て
は
こ
の
船
に
乗
せ
て
九
国
の
地
ま
で
」
と

口
説
か
れ
け
れ
ど
も

(
一
八
二
～

一
八
三
頁
)

傍

線
部

か
ら
は
、
俊
寛
が
、
日
頃
成
経
や
康
頼
と
交
情

が
あ

っ
た

こ
と
も
う

か
が
わ
せ
る
が
、
整
版

『
平
家
』
で
は
、

こ
の
よ
う
な
記
述
は
、

近
松

の
俊
寛
像
と

『源
平
盛
衰
記
』



こ

こ
と

、

一
人

取

り
残

さ

れ

た

俊

寛

が
、

「少

将

は
情

深

き

人
」

(
一
八
三

頁
)

な

の
で
、
清

盛

に
う

ま

く
執

成

し

て
く

れ

る

だ
ろ

う
、

と

頼

み

に
思

う

部

分

(巻

三

「足
摺

」
)
ぐ

ら

い
で
あ

る
。

よ

っ
て
、
整

版

『
平
家

』

で
は
、
俊

寛

と
流

人
仲

間

と

の
交
情

や

連

帯

感

は

ほ
と

ん

ど
描

か

れ

て

い
な

い
と

い

っ
て
よ

い
。

 

そ

れ

に

対

し
、

『
盛

衰

記

』

で
は
、

整

版

『
平

家

』

に
は

ほ

と

ん

ど
描

か

れ

て

い
な

い
、
鬼

界
が

島

で

の
流

人
仲

間

同

士

の
交

情

や
、

俊
寛

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 ぬ
 

が

、

そ

れ

に
感

謝

し

て

い
た

こ
と

を

う

か
が
わ

せ

る
本

文
が

、

比
較

的

多

く

見

出

せ

る
。

 

『
盛

衰

記
』

巻

九

「康

頼

熊

野
詣

」

で
、

鬼

界

が
島

に
都

の
使

者

が

訪

れ
、

自

分

一
人
だ

け

許

さ
れ

な

か

っ
た

こ
と

を
知

っ
た

俊

寛

が
、

「年

比

日

比

は
、

三

人

互

に
相

伴

、

昔

今

の
物

語

を

も

し

て
慰

つ
る
す

ら

猶

忍

か
ね

た

り
き

。

今

人

々
に
打
捨

ら
れ
奉

な
ば

、

一
日
片

時

い
か

に

し

て
堪

過

す

べ
き

。

(後

略

)
」
(
一
〇

四

頁

)
と
、
日
頃
流

人
仲

間

三

人

で
昔
今

の
物

語
を

し

て
慰

め

あ

っ
て
さ

え
、
孤

独

に
耐

え
兼

ね

た

の
に
、

一

人

見
捨

て
ら

れ

て

は
と

て
も
堪

え

ら

れ
な

い
と
嘆

く
。

こ

の
よ
う

な

、
流

人
仲

間

と

日
頃

か
ら
交

情

が

あ

り
、

そ

の
中

で
さ

え

、

孤
独

に
耐
え

兼

ね

て
涙

を

流

す

こ
と

が

あ

っ
た

と

い
う

、
『
盛

衰

記
』

の
俊

寛

の
姿

は
、

(
4
)

に
引

い
た

、
流

人
仲

間

と
交
情

が

あ

り
な

が

ら

も
、

一
人

で

い
る
時

は
孤

独

に
堪

え

ら

れ

な

い
俊

寛

の
姿

と

重
な

っ
て
く

る

の

で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

以
下
、

俊

寛

が

、
流

人
仲

間

と

交
情

が

あ

っ
た

こ
と

を
う

か

が
わ

せ

る
例

を

、
『
盛

衰

記
』

か

ら
拾

っ
て

み
よ

う
。

 

『
盛

衰

記
』

巻

九

「康

頼
熊

野
詣

」

で
も
、
整

版

『
平
家

』

と

ほ
ぼ

同
様

、
帰

京

を

許
さ

れ

た
成

経

と

康
頼

が

、

一
人
残

さ

れ

る
俊

寛

を
な

だ

め

る

が
、

そ

れ

に
対

し

て
、
俊

寛

は

、

「日
来

の
歎
は
思

へ
ば
物

の
数
な
ら
ず
、
古
郷

の
恋
し
き
事
も
、
此
嶋

の
悲
き
事
も
、
三
人
語
て
泣

つ
笑

っ
す
れ
ば

こ
そ
慰
便
と
も
成

っ
れ
。
其
猶
堪
忍
か

ね
て
は
、
憂
音
を

の
み
こ
そ
泣

つ
る
に
、
打
捨

て
上
給
な
ん
跡
の

つ
れ
ぐ

、
兼

て
思
に
い
か
甚

ん
.
さ
三

年
の
契
絶
は
て

、
独
留
て
帰
上
り
給
は

ん
ず
る
に
や
、
穴
名
残
惜
や
く

」
と
て
、

二
人
が
訣
を

ひ
か

へ
つ
ン
、
声
も
惜
ず
を
め
き
け
り
。

(
一
〇
五
頁
)
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や

は
り
、

日
頃
故
郷

の
恋
し

い
こ
と
も
、
島

で
の

つ
ら

い
こ
と
も
三
人
で
分
か
ち
あ

っ
た

こ
と
を
繰
り
返
し
語

る
。

や
が

て
、

一
人
残
さ
れ

た
俊
寛

は
、
「さ

て
も
庵

に
帰
り
た
れ
共
、
友

な
き
宿
を
守

て
、
事

問
者

も
無
れ
ば
、
昨

日
ま

で
は
三
人
同
く
歎

き
し
に
、
今

日
は

一
人
留

り
て
、

い
と
ゞ

思

の
深
な
れ
ば
、
角

ぞ
思
続
け
」

(
一
〇

七
頁
)

る
の
で
あ

っ
た
。
傍
線
部

の
よ
う

に
、
他

の
二
人
を

「友
」
と
す
る
表

現
は
、
整
版

『
平
家

』

に
は
見
出
せ
な

い
。

三
人

の
交
情
や

共
に
嘆

い
た
連
帯
感
が
あ

っ
た
か
ら

こ
そ
、

一
人
残
さ
れ
た
深

い
孤
独
感
が
描
き
出
さ
れ
る
と

い
う
点

で
も
、
近
松

の

「鬼
界
が
島

の
段
」

に
通
じ
る
。

 
成
経

と
康

頼
と

の
交
情

の
思

い
出
は
、
『
盛
衰
記
』
巻

十

「有
王
渡
硫
黄
島
」
で
も
、
鬼
界
が
島

を
訪
れ
た
有

王
に
俊

寛
が
、

「
(前
略
)
さ

て

も
少
将

と
判
官
入
道
と

の
有

し
程
は
、
憂
事
悲
事

云
連

て
は
泣

つ
、
思
出
有

し
昔
物
語
を
し
て
は
笑

つ
、
互
に
慰

し
に
、
被
打
捨

し
後

は
、

一

日
片
時

堪

て
有

べ
し
共
覚
ざ

り
し

(後
略
)
」

(
一
四
三
頁
)
と
語

っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
『
盛
衰
記
』
巻
十

一

「有

王
俊
寛
問
答
」
で
は
、
有

王

に
、

ど
う
や

っ
て
今
ま

で
命

を
繋

い
で
き
た

の
か
と
聞
か
れ
た
俊
寛
が
、

「
其
事

也
。

三

人
被
流

た
り

し

に
、
丹

波
少

将

の
相

節

と

て
、
舅
門

脇
宰
相

の
許

よ

り
、

一
年

に
二
度

舟
を

渡

し

》
也
。
春

は
秋
冬

の
料

を

渡
し
、
秋

は
春

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
の
お
の
 
な
き

夏

の
料

に
と

て
渡

し
を
、
少
将
心

様

よ
き
人

に

て
、
同
嶋

に
流
さ
れ

、
同
所

に
有
な

が
ら
、
我

一
人
生

て
ま

の
あ
た

り
各
を
無

人

と
見
ん
事

も

口
惜

か
る

べ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
ぶ
セ

し

、
三

人
あ

れ
ば

こ
そ

互
に
便

と
も
な

り
、
又
慰

め
と

て
、

一
人

が
食
物

を
三

人
に
省
、

一
人

の
衣
裳

の
新

き
を

ば
我
身

に
著
、
古
を
ば

二

人
に
著

せ

つ
》
、

 

は
ぐ
く
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
い

兎

角
育

し
程

は
、

人

の
体

に

て
有

し

か
共

、
去

年
此

人

々
還

上

て
其

後

は
、

事
問

ふ
者
も

な
く
、
情

を
懸

る
人
も

な

け
れ
ば

(後
略
)
」

(
一
五

一
頁
)

 
と
語

る
。

こ
の
台
詞

か
ら
、
「
心
様

よ
き
」
成
経
が
、
季
節
ご

と
に
自
分

の
も
と
に
届

い
た
舅
か
ら

の
衣
服
や
食
料
を
独
り
占

め
せ
ず
に
、
俊

寛

と
康

頼
と

も
惜

し
み
な
く
分

か
ち
あ

っ
た

こ
と
、

そ
う

い

っ
た
成
経

に
俊
寛
が
心

か
ら
感
謝

し
て

い
た

こ
と

が
う
か
が
え

る
。
だ
か
ら

こ

そ
、
余

計

に
二
人
が
帰
京

し
た
後

の
孤
独
感
が
際
立

つ
。

 

以
上

は
、
『
盛
衰

記
』

に
お
け
る
俊

寛
を

通
し

て
う

か
が
え

る
、
流

人
仲

間

の
交
情

で
あ

る
が
、
成
経

と
康
頼
も

ま
た
、
『
盛

衰
記
』
巻
九

近
松
の
俊
寛
像
と

『
源
平
盛
衰
記
』
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畠

「康

頼

熊

野
詣

」

の
、
足
摺

を

し

て
嘆

く

俊
寛

を

一
人
島

に
残

し

て

い
く
場

面

で
、

「誠

に
さ

こ
そ

思

ら

め
と
、
少
将

も
康

頼
も

涙

に
く

れ

て
漕

行

空

も

見
え
ざ

り
け

り

」

(
一
〇

六

頁

)
と
あ

る
。

俊

寛

と

の
別

れ

の
場

面

で
、
成

経

と
康

頼

が

涙
を

流

す

と

い
う
表

現

は
、
整

版

『
平

家
』

に

は

見

出

せ

な

い
。

「鬼

界

が
島

の
段

」

の

(9
)

は
、

あ

る

い
は
、

『
盛

衰

記
』

の

こ

の
場

面

に
拠

る

の
で

は
な

い
だ

ろ

う

か
。

ま

た
、

『
盛

衰

記
』

巻

十

「丹

波

少

将

上
洛

」

で
は
、

成

経

と
康

頼

が

、

帰
京

の
途

次

、

一
人
島

に

残

し

て
来

た
俊

寛

の
身

を

思

い
や

っ
て

い
る
。

二
人

は
道

す

が

ら
、
硫
黄

島

の
心

う

か
り
し
事

共
語

り
連

て
も

、
俊
寛

僧
都

を
ぞ
悲

み
け

る
。

「
只

一
人
嶋

の
巣
守

と
成
果

て

㌧
、

思

に
堪

ず
は
か
な

く
や

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
と
ほ
し

成

ぬ

ら
ん
。

又
猶

も
生

て
有

な

ら
ば
、

い
か
ば

か
り
歎

き
悲

む
ら

ん
、
糸
惜

や
。

三
人
有

し
に
だ

に
も
、
僧
都

は
殊

に
思

入
た

り
し

に
、
増

て
友
な
き
身

と

成

て
は
さ

こ
そ
有

ら

め
」
と

、

互
に
袖

を
絞
け

り
。

(
=
二
一二
頁
)

 

傍

線

部

か

ら
、
成

経

と

康

頼

は
、
自

分

た
ち

を

俊
寛

の

「友

」
と

思

っ
て

い
た

こ
と

も

う

か
が

え

る
。

以
上

の

『
盛
衰

記
』

の
例

か
ら
、
『
盛

衰

記
』

は
整

版

『
平

家

』

と

異

な

り

、
俊

寛

と

流

人
仲

間

に
交
情

が

あ

っ
た

こ
と
を

繰

り

返

し
描

い
て

い
た

こ
と
が

明

ら

か

に
な

っ
た
。

近

松

が
、

「鬼

界
が

島

の
段

」
に

お

い
て
、
俊

寛

と
流

人
仲

間

と

の
友

情

や
連

帯
感

を

描

き

出

し
た

の
は
、
俊

寛

と
流

人
仲

間

と

の
交
情

が

あ

っ
た

こ

と
、

及

び

、

そ

れ

に
対

す

る
俊

寛

の
感

謝

の
思

い
を
繰

り
返

し
描

く

『
盛

衰

記
』

に
示
唆

を
受

け

た

か

ら

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 お
り

 

な

お

、

謡

曲

『
俊

寛
』

に

つ
い
て

は
、

従

来
、

「鬼

界

が

島

の
段

」

の

(6

)

の
酒

宴

の
場

の
典

拠

と

し

て
指

摘

さ

れ

て

い
る
。

謡
曲

『
俊

寛

』

で
は
、
流

人
仲

間

の
三

人

が

、
山

水

を
酒

に
見

立

て
、
互

い
に
故

郷

を

懐

か

し
ん

で
、
憂

さ

を
慰

め

合

う
。

『
盛

衰

記
』

の
三

人

の
交
情

を

よ

り

具
体

化

し

た
場

面
と

い
え
よ

う
。

あ

る

い
は
、
こ

の
謡

曲

か

ら

の
み

で
も
、

「鬼

界

が
島

の
段

」
に
お
け

る
俊

寛

と
流

人
仲

間

と

の
友
情

や

連

帯

感

と

い
う

構
想

を

発
想

で
き

る

の
で
は

な

い
か
と

い
う

見
方

も

あ

る

か
も

し
れ
な

い
。

し

か

し
、

小
稿

第

一
、

二
章

の
例

か
ら

も
、

近
松

が

『
盛

衰

記
』

の
俊

寛

説

話

を
読

み

込

ん

で

い
た

の
は
確

実

で
あ

る

か

ら
、

本

章

で
あ
げ

た

『
盛

衰

記

』

の
本

文

も
ま

た

、
謡

曲

『
俊

寛
』

と

共

に

、

大

き

な

発
想

の

ヒ

ン
ト

に
な

っ
た

可

能

性

は
高

い
と
思

わ

れ

る
。
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四
 

「
俊
寛
が
乗

は
弘
誓

の
船
」
・
「
思

ひ
切

て
も
凡
夫
心
」

 

最

後

に
、

「鬼

界

が

島

の
段

」

に

お
け

る

、
俊

寛

が

一
人
、

島

に
残

る
場

面
と

『
盛
衰

記
』

と

の
関

係

を

見

て
お

く
。

ま
ず

、

「鬼

海

が

島

の

段

」

の
当
該

場

面

か

ら

、

ニ
ケ

所

本

文

を

あ
げ

る
。

 
 

(
10
)

「我
此
島

に
と
～
ま
れ
ば

五
穀

に
離
し
餓
鬼
道
に
。
今
現
在

の
修
羅
道
硫
黄

の
燃
ゆ
る
は
地
獄
道
。
三
悪
道
を
此
世
で
果
て
し
。
後
生
を
助
け
て
く

 
 

 
 

れ
ぬ
か
。
俊
寛

が
乗
は
弘
誓

の
船
う
き
世

の
舟

に
は
望
な
し

(後
略
)
」

(
一
六
二
頁
)

 
 

(
11
)
思

ひ
切
て
も
 
夫

心
。
岸

の
高
見
に
か
け
あ
が
り
。
爪
立
て
打
招
き
浜
の
真
砂
に
臥
ま
ろ
ぴ
。
焦
が
れ
て
も
叫

び
て
も
。

(
一
六
三
頁
)

 

先

に

、

(
11
)

に

つ
い

て
述

べ
る
。

こ
れ

は
、

俊

寛

が

足
摺

を
す

る
場

面

で
あ

り
、

傍
線

部

は
、

「鬼

界

が
島

の
段

」

の
中

で
も

特

に
著

名

な

表

現

で
あ

る
。

決

意

し

て
も

な

お
、

い
ざ

と

な

る

と
帰

京

へ
の
未
練

を
捨

て
難

い
、
自

身

の

「
凡
夫

心
」

に
俊

寛

が

直

面
す

る
。

従
来

指

摘

が

な

い
が

、
『
盛

衰

記
』
巻

十

一

「有

王
俊

寛

問

答

」
に

お

け

る
俊

寛

の
台

詞

の
中

に
、
類
似

し
た

表

現

が

見
出

せ

る
。
『
盛

衰

記
』
巻

十

}
で
は
、

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

れゆ
り

衰

弱

し

て

死

に
瀕

し

た
俊

寛

に
、
有

王

は
浄

土

に
赴

く

こ
と

を

願

う

よ

う

に

と
説

く
。

そ
れ

に
対

し

て
俊

寛

は
、
「
二
人

は
被

召

還

、
俊

寛

一
人

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

さ
り
と
も

留

し

上

は
、

思

切

て

こ
そ
有

し

か
共

、

凡

夫

の
習
な

れ
ば

、

折

々
に

は
去

共
と

愚

む

心
も

在

き

(後
略

)
」

(
一
五

三
頁

)
と

語

る
。

一
人

島

に

残

さ

れ

て
覚

悟

を

決

め

た

も

の

の
、
や

は

り
、

「
凡
夫

の
習

」
で
、

い

つ
か
帰
京

で
き

る

の

で
は
な

い
か

と

い
う

望

み
を

抱

く

こ
と

も
あ

っ
た

と

言

う

。

こ

の
台

詞

は

、
整

版

『
平
家

』

に

は
見

出

せ
な

い
。

 

も

ち

ろ

ん
、

「思

(
ひ
)

切

た

」

も

の

の
、

「凡
夫

心

」

を

捨

て
切

れ

な

い
と

い
う

発
想

は
珍

し

い
も

の
で

は
な

い
だ

ろ
う
。

し

か

し
、

小
稿

で

見

て

き

た

よ

う

に
、
近
松

は

、
『
盛

衰
記

』

の
俊

寛

説

話

に

お

け

る
、
整

版

『
平

家
』

に

は

見
出

せ
な

い
表

現

や

エ
ピ

ソ
ー

ド

に

も
心

を

留

め

て
、

「鬼

界

が

島

の
段

」

の
俊

寛

像

を

造

形
す

る

に
際

し

て

の

ヒ

ン
ト

と

し

て

い
た

可
能

性

が

あ

る
。

と

す

れ
ば

、

(
11
)

の
傍
線

部

も

ま

た
、

 

 
近
松

の
俊
寛
像
と

『
源
平
盛
衰
記
』
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『
盛
衰

記
』
巻

十

一
の
俊
寛

の
台
詞

の
傍
線
部

を

ヒ
ン
ト

に
し
て
記
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

 

(
10
)
は
、
俊
寛

が
、
自
分

の
代
わ
り
に
千
鳥
を
船

に
乗
せ
る
時

に
、
千
鳥
を
諭

し
た
台
詞

で
あ

る
。
最
愛

の
妻
を
失

っ
て
、
こ
の
世

で
の
望

み
を
断
た
れ
た
自

分
が
乗

る

の
は
、
帰
京

の
船

で
は
な
く
、
傍
線
部

の
よ
う

に

「弘
誓

の
船
」
で
あ
る
と
語
る
。

「弘
誓

の
船
」
に
乗
る
と

い
う

望

み
は
、
『
盛
衰
記
』
巻
十

一

「有

王
俊
寛

問
答
」

に
お
け
る
、

死
に
瀕
し
た
俊
寛
が
、
有

王
に
語
る
台
詞

の
中

に
も
見
出
せ
る
。

「丹

波

少

将
も
康

頼

入
道

も

帰
洛

の
後

は
、

毎

日

に
法

華
経

}
部

を
暗

論
し
、

よ
も
す

が
ら
弥

陀

念
仏

を

唱

て
、

一
筋

に
後

世

の
為

と

廻
向

し

て
今

に
不

 
 

そ
れ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
せ

怠
。

夫
来

迎

の
金

蓮

に
は
、
貴

も
賎

も

倶

に
乗
、

弘
誓

の
船

筏

に
は
、

富

る
も
貧
を

も
渡

し
給

と
聞

は
愚

あ
り

(後
略
)
」

(
一
五
四

～

一
五
五
頁
)

 
俊
寛

は
、

一
人

で
島

に
残
さ

れ
て
か
ら
は
念
仏
を
唱
え
、
「
弘
誓

の
船
筏

に
」
乗
る

こ
と
に
望

み
を
抱

く
よ
う
に
な

っ
た
と
言
う
。

こ
の
台
詞

も
、
整
版

『
平
家
』

に
は
見
出
せ
な

い
。

「弘
誓

の
船
」
も

「凡
夫
」
と
同
様
、
仏
教

語
で
あ

り
、
典
拠
が
な
く
て
も
容
易

に
思

い

つ
く
表
現
で

は
あ

る
。

し
か

し
、
『
盛
衰

記
』

で
俊
寛

が
語

っ
て
い
る
台
詞

の
中

に
見
出
せ
る
表

現
で
あ

る

こ
と
は
、
留
意

し
て
も
よ

い
と
考

え
る
。
先

の

「思

ひ
切

て
も
凡
夫

心
」
と
同
様
、

(
10
)

の

「弘
誓

の
船
」
も
、
『
盛
衰
記
』
巻
十

一
の
俊
寛

の
台
詞
を
意
識
し
て
記
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
、
新

た
に
指
摘

し

て
お
き
た

い
。

 
『
盛
衰
記
』
巻
十

一

「有

王
俊
寛
問
答

」

で
は
、
俊
寛

は
、
有

王
か
ら
浄
土
に
赴

く
こ
と
を
願
う

こ
と
を
諭
さ
れ
、

「
凡
夫
」

の
迷

い
を
捨

て

て
静

か

に

「弘
誓

の
船
筏

に
」
乗

る
こ
と
を
望
む
。

そ
れ
に
対

し
、
近
松

は
、
「弘
誓

の
船
」
に
乗

る
と

い
う
決
意
は
し
た
も

の
の
、
な
お
未
練

を
残
す
俊
寛

の

「凡
夫
心
」
を
描

き
出
し
、
観
客
が
感
情
移
入
し
や
す

い
、
よ
り
人
間
味
溢

れ
る
俊
寛
像
を
造
形

し
て
い
る

の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 

お
 

わ
 
り
 

に

 

以
上

の
考
察

か
ら
、
近
松

が
、
整
版

『
平
家
』
や
謡
曲

『
俊
寛
』
と
共

に
、
『
盛
衰
記
』

の
俊

寛
説
話
を
も
十
分

に
読

み
込
み
、
整
版

『
平

ss



家
』
に
は
見
出
せ
な

い

『
盛
衰

記
』

の
表

現
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
心

を
留
め
、
そ
れ
ら
を

ヒ
ン
ト
と
し
て
、
「鬼
界

が
島

の
段
」
の
俊
寛
像
を
造

形

し

て

い
た

可
能
性
が
高

い
こ
と
が
明
ら
か

に
な

っ
て
き
た
。
整
版

『
平
家
』
や
謡
曲

『
俊

寛
』

ほ
ど
大
幅
な
文
辞

の
利
用
が
見
ら
れ
な

い
た

め
、
『
盛
衰

記
』

は
、

「鬼
界
が
島

の
段
」

の
典
拠
と
し
て
余
り
重
視
さ

れ

て
こ
な

か

っ
た
が
、
小
稿

で
述

べ
た
よ
う

に
、
俊
寛
像

の
造
形
に
、

『
盛

衰
記
』

が
、
従
来
考
え

ら
れ

て
い
た
よ

り
は
、
深
く
関
わ

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

 

「鬼

界
が
島

の
段
」

の
他

に
も
、
近
松
が
、
時
代
浄
瑠
璃

を
創
作
す

る
に
際
し
、
整
版

『
平
家
』
と
共

に

『
盛
衰

記
』
を
ど
の
程
度
、
ま
た
ど

の
よ
う

に
利
用
し

て
い
る

の
か
に

つ
い
て
、
今
後
検
討
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

 
 

注

(1
)
向
井
芳
樹

「近
松
が
描

い
た
俊
寛

に

つ
い
て
」

(『
近
松

の
方
法
』

一
九
七
六
年
、
桜
楓
社
)
、
榎
本
成
子

「近
松

の
俊
寛
像
」

(『
熊
本
女
子
大
学
国

 

文
研
究
』
26
、

一
九
八
〇
年
十
月
)
、

田
中
美
絵

「俊
寛
説
話

の
流
れ
ー

「語
り
」
と

「読
み
」

の
問
題
1
」
(『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
38
、

 

一
九
九
五
年
三
月
)
な
ど
。

(2
)
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集

『
近
松
門
左
衛
門
集
③
』
四
八
四
～
四
八
五
頁
の
頭
注
五
、
四
八
五
頁

の
頭
注
八
参
照
。

(3
)
『
平
家
女
護
島
』
の
絵

入
本
の
挿
絵

(『
近
松
全
集
』

17
巻
影
印

[
一
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
]
四
〇

一
頁
上
段
)
に
は
、
俊
寛
、
康
頼
、
成
経
と
そ

 

の
妻
千
鳥

の
四
人
が
肩
や
腰
に
、
木

の
葉
を
縫

い
合
わ
せ
て
付
け
て

い
る
姿
が
描
か
れ
る
。

(4
)
近
松

の
時
代
浄
瑠
璃

『
百
合
若
大
臣
野
守
鏡
』
(以
下

『
百
合
若
』
と
略
記
)

(正
徳

元
年

[
一
七

=

]
初
秋
以
前
 
竹
本
座
)
第
三
で
は
、
家
臣

 

の
裏
切
り
に
よ
り
絶
海

の
孤
島

に

一
人
残
さ
れ
た
百
合
若
大
臣

の
も
と
に
、
妻
立
花

(実

は
亡
き
立
花

の
魂
が
、
鷹

の
羽

の
不
思
議
に
よ

っ
て
、
鷹

の

 

体
を
借
り
た
化
身
)
が
恋

い
慕

つ
て
来
て

一
子
還
城
丸
を
も
う
け
る
。

こ
の
立
花

に

つ
い
て
、
「
こ
と
に
立
花
女

工
の
手
き

Σ
。

(中
略
)
木

の
葉
を
綴

 

り
て
縫

ひ
物
し
。
親
子

の
肌
を
隠
す

に
ぞ
」
(『
近
松
全
集
』
7
巻

[
一
九
八
七
年
、
岩
波
書
店
]
三
九
二
頁
)
と

い
う
描
写
が
あ
り
、
千
鳥
と
の
類
似

 

性
が
見
ら
れ
る
。
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「は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
坂
本
論
文

(五

一
～
五
二
頁
)
に
、
『
百
合
若
』
第
三
の
、
絶
海

の
孤
島
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
百
合
若

の
描
写
に
、
整
版

 
 
『
平
家
』

の
鬼
界
が
島

で
の
俊
寛

の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
さ
ら
に

「鬼
界
が
島

の
段
」
の
俊
寛

の
描
写
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る

 

と

の
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
『
百
合
若
』
第
三
、
立
花
が
木

の
葉
を
綴
り
合
わ
せ
て
百
合
若
親
子
に
着
せ
た
と
い
う
描
写
に

つ
い
て
は
、
近

 

松
が
、
『
盛
衰
記
』

の
木

の
葉
を
身
に
ま
と

つ
た
俊
寛

の
描
写
か
ら
発
想
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
近
松
は
、
『
百
合
若
』
第
三

の
、
木

の
葉
を
綴

 

り
合
わ
せ
る
立
花

や
そ
れ
を
着

た
百
合
若
親
子
の
描
写
を
、
「鬼
界
が
島

の
段
」

の
木
の
葉
を
綴
り
合
わ
せ
る
千
鳥
、
及
び
、
木
の
葉

の
着
物
を
着
た

 

俊
寛
、
成
経
ら
流
人
た
ち
を
描
く
際
に
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

(5
)
注

(2
)
前
掲
書
四
九
三
頁
頭
注
八
参
照
。

(6
)
注

(2
)
前
掲
書
四
九
三
頁
頭
注
八
に
は
、
同
書

の
四
八
四
頁
を
参
照
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

同
書
四
八
四
頁
本
文
五
～
六
行
目
に
は
、
「肩

 

に
木

の
葉

の
綴

り
刺
せ
」

の
本
文
が
あ

る
の
で
、

こ
の
本
文
が
、

「蓑
虫

の
様
な
姿
」
と
関
連
す

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

 

し
、

「肩
に
木

の
葉

の
綴
り
刺
せ
」

の
部
分
に

つ
い
て
、
同
書
頭
注
で
は

『
盛
衰
記
』
と

の
関
係
を
指
摘

し
て
い
な
い
。

(7
)
『
枕
草
子
』

「虫
は
」

の
段
、
『
風
俗
文
選
』

(宝
永
三
年

[
一
七
〇
六
]
刊
)
巻
之
四

「蓑
虫

の
説
」
な
ど
に
描
か
れ
る
蓑
虫
の
イ
メ
ー
ジ
参
照
。

(8
)
都

に
残

し
た
妻
東
屋
は
、
『
平
家
女
護
島
』
初
段

で
、
清
盛

の
横
恋
慕
を
拒
否
し
自
害
す
る
。
俊
寛
は
、

こ
の
こ
と
を

「鬼
界
が
島

の
段
」
に
お
い

 

て
、
都

の
使

い
が
来

る
ま
で
は
知
ら
な

い
ま
ま
で
い
る
。

「鬼
界
が
島

の
段
」
に
お
け
る
俊
寛

の
妻
東
屋

へ
の
想

い
に

つ
い
て
は
、
注

(1
)
前
掲
田

 

中
論
文

(六
〇
頁
)
に
、
近
松
が
、
整
版

『
平
家
』
に
あ

っ
た
、
俊
寛

の
妻
や
家
族
に
対
す
る
愛
情
に
注
目
し
た
結
果
描
き
出
さ
れ
た
も
の
と
の
指
摘

 

が
あ

る
。

(9
)
注

(
1
)
前
掲
向
井
論
文

(九

一
頁
)
、
島
津
忠
夫

「作
品
研
究

『俊
寛
』
」

(八
頁
)

(『
観
世
』

44
1
10
、

一
九
七
七
年
十
月
)
な
ど
参
照
。

(
10
)
注

(4
)
で
触
れ
た

『
百
合
若
』
第
三

で
、
絶
海

の
孤
島

に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
百
合
若
が
、
妻
立
花
と
め
ぐ
り
あ
い
、

一
子
を
も
う
け
た
こ
と
を
、

 

島
に
訪
ね
て
き
た
家
臣
に

「憂
き
が
中

の
な
ぐ
さ
め
」
(『
近
松
全
集
』
7
巻
三
九
八
頁
)
と
語

っ
て
い
る
。

こ
の
、
絶
海

の
孤
島
で
の
百
合
若
と
立
花

 

の
契
り
も
、
あ
る

い
は
、
『
盛
衰
記
』

の
成
経
と
海
士
の
契

り
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
発
想
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

(
11
)
注

(1
)
前
掲
向
井
論
文

(九
二
頁
)
な
ど
参
照
。
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(
12
)
以
下
に
あ
げ
る
、
俊
寛
と
流
人
仲
間

の
交
情
や
、
そ
れ
に
対
す
る
俊
寛

の
感
謝
を
描
く

『
盛
衰
記
』

の
本
文

に
つ
い
て
は
、
延
慶
本

『平
家
物
語
』

 

な
ど
と
重
な

る
と

こ
ろ
が
多

い
。
な
お
、
廣
岡
志
津
子
「俊
寛
説
話
研
究
ー
平
家
物
語
及
び
近
世
文
学

に
お
け
る
ー
」
(『
東
京
女
子
大
学

日
本
文
学
』
33
、

 

一
九
六
九
年
十
月
)
に
、
流
布
本

(整
版
)
『平
家
』

に
比
し
て
、
『源
平
盛
衰
記
』

の
俊
寛
が

「弱
き
同
情
さ
れ
る
べ
き
人
間
」
(四
頁
)
と
し
て
造

 

形
さ
れ
て
い
る
と

い
う
指
摘
が
あ
る
。

(
13
)
藤

井
乙
男
校
注

『
近
松
全
集
』

11
巻

(
一
九

二
八
年
、
朝

日
新
聞
社
)
所
収

『
平
家
女
護
島
』
七
八
六
頁
頭
注
な
ど
参
照
。

(
14
)
整
版

『
平
家
』
巻
三

「有
王
島

下
」
で
は
、
俊
寛
は
、
有
王
か
ら
都
に
残
し
た
妻

子
の
死
を
聞
か
さ
れ

て
希
望
を
失

い
、
自
ら
食
事
を
断

っ
て
衰
え

 

て
い
く
が
、
『
盛
衰
記
』

に
は
、
俊
寛
が
自
ら
食
事
を
断

つ
と
い
う
こ
と
は
見
ら
れ
な

い
。

※

引
用

に
際

し

て
は

、
適
宜

漢
字

を

宛

て
、
濁

点
や

「
 

」
を
付

し
、

ル
ビ
を

略
し
た

と

こ
ろ

が
あ

る
。

『
盛
衰

記
』

の
カ
タ

カ
ナ
表
記

は

ひ
ら
が

な
表

記

に

改

め
、

返

り
点

は
略

し
た
。

「
鬼

界
が
島

の
段

」

の
節

章

は
略

し
た
。

な
お
、

(
 

)

内

の
注
と
傍
線

は
稿
者

に

よ
る
。
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付
記

 
小
稿

は
、
正
木

(山
崎
)
担
当

の
二
〇
〇

二
年
度
京
都
女
子
大
学
短
期
大
学
部

の
講
読
近
世
A
・
B
、
及
び
二
〇
〇
三
年
度
京
都
女
子
大
学
短
期
大
学
部

の
国
文
学
史

A
の
講
義
内
容

の

一
部
に
、
そ
の
後

の
調
査
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

(本
学
助
教
授
)

近
松

の
俊
寛
像
と

『
源
平
盛
衰
記
』


